
医療法人王ラ総合病院
ESCO事業を活用した省エネ支援装置の導入
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-環境配慮の観点から、確実性の高いESCO事業を活用
レて、より太きな省エネルギー化に踏切ることを決
定。提案内容が当病院の取組と合致レており、計画の
実現性が高いと判断し、北電興業(株)・(株j朝日工業
社の提案事業を選定。

・空調機諜水ポップのイツパータ制御の導入
外調機及びファンコイル(FCUl系の冷温水2次ポンプ(4台)

をインバータ制御するシステムを導入し、流量に見合った圧
力となるようコントロールを行い、太幅に搬送動力を削減。

・鼎源水廃勲の利用
年閣冷房となる水熱源パッケージの廃熱を従来は冷却措で

放出していたが、ロードヒーティング、給湯予熱に利用レ省
工ネ化すると共に、冬期凍結事故の回避にも寄与。

・厨房揖気量制御システムの導入
外調機と排風機にインパータを導入し、厨房の使用状況に

応じて換気量を自動調整することで、搬送動力を削減すると
共に、外気処理熱量の削減にも寄与。

-葉気廃熱田服、蒸気弁断熱強化、湿気弁の整担
蒸気弁の断熱や漏気しているパルプを交換し放熱の無甑を

削減。まだ、ボイラーフローの熱を回収して還水タンクを昇
温させ、省エネ化すると共にボイラーの長考命化にも寄与。

・櫨音装置の導入
女性用トイレに擬音装置を導入し、またフラッシュ弁を非

タッチ式センサー化することで節水化を達成。

・蛍光灯の安定器を高姐率タイプに璽新
安定器の高羽率化により消費電力を削減。

【事業費総額約 15，500万円】置主主書置当里宣孟盤週
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削減率 1 10.2%1 1 8.4%1 

※平成19年度と平成23年度を比較。(病院の電力消費
量とガス消費量について外気条件を基準に補正)
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...黙源水廃熱利用 システム溝戚図
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-病院内の環境を適切に維持しながら適確
に省エネを行うために、 l邸要最小限の導
入コストで、必要な箇所にセンサー類を
設置し、かつESCO事業者が遠隔で監視
できるシステム〈簡易BEMS)を設置す
ることで、病院とESCO事業者が一体と
なって省エネルギー化を取り組み、相互
の連携強化を実現。
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